
令和 6年中に県下で認知した刑

法犯は4,062件 となり、低水準で

推移しています。ひとえに県民の

方々の防犯意識の向上、関係機関

や自主防犯ボランティア団体の各

種取組、街頭防犯カメラの普及な

どによるところが大きいと感じて

います。

安全で安心な和歌山県をつくる

ためには、警察や行政機関、防犯

ボランティア団体の連携はもちろ

んのこと、何より県民の皆様の御

協力が必要です。家から外出する

時、自転車を駐輪する時、駐車し

た車から離れる時は鍵をかけるな

ど、何気ない普段の生活から防犯
の意識を持っていただくようお願
いします。

令和 6年中の県下の特殊詐欺被害は136件、被害額は約6億3,300万円でした。前
1年

に比べ、36件増加しており、SNS型投資・ロマンス詐欺の被害は123件、被害
金額は約9億9,800万 円で危機的な状況が続いています。

令和 7年も依然として、県下において警察官を踊ったり、身近な家族を踊った

詐欺被害が発生していますので、下記のところにアクセスして被害に遭わないよ
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など色々配信されるよ。

登録してね。
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刑法犯犯罪少年243人、刑法犯触法少年83人の計326人を検挙・補導

刑法犯犯罪少年 :刑法に定める罪を犯した14歳以上20歳未満の者

刑法犯触法少年 :刑法に定める罪に抵触する行為をした14歳未満の者( )

令和 6年 中に検挙 した刑法犯犯罪少年は243

人で、前年に比べ18人増加 しました。

刑法犯触法少年は83人で、前年より6人増加

しています。

刑法犯検挙者に占める少年の割合は13.7%で、

前年より増加 しています。

刑法犯犯罪少年の再犯者率が35.00/0と なってお

り、非行を繰 り返す少年の割合は、前年より減

少しています。

令和 6年 中の不良行為少年は、6,707

人で、前年に比べ388人減少 しました。

行為別では、「深夜はいかい」と「喫

煙」の割合が依然 として高 く、全体の

94.9%を 占めています。

少年の非行を防止するためには、その

入口となる深夜はいかい、喫煙等の不良

行為の段階での措置が重要であり、警察

では街頭補導活動 を強化 しています。
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少年非行の背景には、少年の規範意識やコミュニケーシヨン能力の低下、孤立など様々な理由

があり、少年を取 り巻 く環境が大きく関係 しています。

少年の健全育成のためには、これらの問題に対 して社会全体で取 り組む必要があり、警察では、

少年補導員を始めとする地域の皆様方や関係機関と連携 して、「非行少年を生まない社会づ く

りJを推進しています。

警察では、検挙・補導 した少年や悩みを抱えた少年 らと積極的に連絡をとり、社会奉仕や生産

体験、学習等の様々な活動を通 じて、少年 自身が 目標を見出すことに繋げる支援活動を行ってい

ます。活動は、少年補導員や学生サポーターなどのボランテイアや有志の方々の協力を得て、立

ち直 りや健全育成を支援 しています。

インターネット利用 をきっかけとした少年の性被害や薬物乱用が深刻化 してお り、これらを未

然に防止するため、ネット上におけるサイバーパ トロールを強化 しています。
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8,
, ネットパンキングに係る

不正送金事犯について
ネットパンキングに保る不正送金事犯の月別推移 (令和6年 )

二月 2月 3月 4月  5月 6月  7月  8月 9月 10月 11月 ■2月

口‐口件数  a口ぃ被書額 (万円)

― ― 一 ― 一
十

一
―

‐
― 一 ―

―
― 一

一

 ‐ ―  
一

―
‐ ―

一
― 一 ― ―

…
― ― ―

一 一
十 一 - 7

６

５

４

３

２

１

０

2 2

と1 1

6

800

600

400

200

0

6,000

5,000

4,000

3,000

2,0∞

1,000

0

ネットバンキングに係る不正送金事犯の推移
30

25

20

15

10

5

0

― 件数 
―

被害額 (万円)

5,142

2,244

RSR3 R4

令和 6年中の県内におけるインターネットバンキングに係る不

犯の被害状況については

被害件数    15件 (前年比…11件 )

被害額   2,244万 円(前年比…2,898万円)

と令和 5年を下回りました。
しかし、11月 以降

被害件数 8件、被害額1,917万 円

と被害が多発しており、予断を許さない状況にあります。

不正送金の機審はフイツシングによるものです |!

フィッシングとは、実在する企業やサービス

を装つたメールやSMSな どでフィッシングサイ
トに誘導し、個人情報を盗み出す手口です。

最近では、銀行担当者を装い電話をかけ、
メールアドレスを聞き出してからフィッシング
メールを送信し、フイッシングサイトに誘導し

た後、インターネットバンキングの利用に必要
な情報等を入力させて盗み取るポイスフィッシ

ングの手口も確認されています。
フィッシングサイトの画面は本物そつくりに

作られ、見抜くのは難しいので、メール等に記

載されたURLは信用せず。そのURLに リンクする

サイトには.個人情報を絶対に入力しないこ

を心がけてください。
入力してしまうと、その情報が悪用され不正

送金されてしまいます :
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令和 7年全国地域安全運動 /令 和 7年全国暴力追放運動

巫熟夕学 ●サ

ポスター ① 様々なかたちの防38ボランティア活動
～8方犯ボランティアの裾野の拡大と活性化を目指して～

青パト写真 ② 青 色 回 転 灯 等 装 備 車 の 汚 躍
標   語 ③ 暴 力 団 の い な い 社 会 づ く り

●J

目
◆応募資格 問いません。

◆応募のきまり (未発表の作品に限ります。原貝Jと して応募作品はお

返ししません。)

応募作品の裏面に、住所、氏名 (フ リガナ )、 年齢、電話番号、

職業または学校名、学年を明記 してください。

Oポスター

・デザインは、四切サイズ (540mm× 380mm)の ヨコ描き。

(規格タトは審査対象外となります。ご注意 ください)

・作品にスローガン(キ ャッチコピー)等 の文字は入れないでくださいc

O青パ ト写真

・応募は、一人5点 まで。

・カラープリントA4サイズ。

(規格外は審査対象タトとなります。ご注意 ください)

・テジタル写真可。 (た だし印画紙にプリントしたもの)

・所定の応募票を作品のウラに貼付のうえ、郵送で応募。

(応募票は全防連HPか らもダウンロー ドできます )

O標語 (キ ャッチコピー)

・応募は、一人 1点。

・郵イ更はがきか、はがき大のものにタテ書きで、一枚の用紙に 1点

のみお書きください。

～昨年の作品例てす～

■ポスター

様々なかたちの防犯ポランティア活動

■青パ ト写真

増 亨   /

■標 語

○暴力団 断ち切る勇気が 未来を創る

Oおそれない プトさな勇気で 大きな4歩

○暴力団 なくして安心 街づくり

鷲勁舎勇墓築申

◆表 彰 各課題ごとに全国表彰があります。

◆送付先 〒640-8157不日歌山市八香丁9番地 パーク県信ビル411号室 公益財団法人赤日歌山県防犯協議会連合会

◆締切日 令和7年 6月 6日 (金)必着

県防連では、寄付型自動販売

機「安全安心わかやま支援自動

販売機」の設置企業・団体様又

は個人様を募集しています。

欽料の販売手数料収入から一

定額を寄付していただくという

ものです。

県防連では、「みんなでつ くろう

安心の街」を合い言葉に、犯罪知識

の普及など総合的な地域安全対策に

取 り組んでいます。

この趣旨に賛同いただける「賛助

会員」を募集 しています。年会費は

1口 5,000円 か らです。

この寄付金は、各種犯罪予防活動等に活用いた

します。
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県防連への寄付及び賛助会費については課税優遇措置の対象となります。


